












   Ⅰ 研究班員 
   Ⅱ 研究概要 





   Ⅰ 研究班員 
   Ⅱ 研究概要 






   Ⅰ 研究班員 
   Ⅱ 研究概要 





   Ⅰ 研究班員 
   Ⅱ 研究概要 





























































肝癌・前立腺癌・膀胱癌、その他の疾患が挙げられる。平成 21 年 4 月から 12 月までの


















は一時中断されたが、反射体の新規整備により、平成 22 年 3 月から中性子捕捉療法の
臨床研究が再開された。これまでの治療症例の解析では、無増悪期間 time to 















  開催日時：平成２１年１１月７日（土） 
  会  場：茨城県開発公社ビル 大会議室 
  参加者 ：一般市民 ５９名 





  会  場：日立シビックセンター 
  参加者 ：一般市民 １３７名 









２）第 19 回茨城県がん学会 
 
実施日：平成 22 年 1 月 31 日 
場 所：茨城県医師会研修講堂 











































初回化学療法例、経口摂取可能、20 歳以上 75 歳以下、PS0,1 
ランダム割付 
切除不能 / 再発、標的病変あり / なし、施設 
SWP 療法 35 例 
S-1  80mg/m2 day1-14 
CDDP  20mg/m2  day1,8 
1week rest 
SP 療法 35 例 
S-1  80mg/m2 day1-21 






切除不能・再発胃癌に対する S-1+分割毎週 CDDP 療法（SWP）の有効性、安全性を標
準的な S-1+CDDP 療法（SP）を参照治療群としてランダム化し評価する。 
エンドポイント 




目標症例数：片群 35 例、併せて 70 例 








































Primary endpoint 奏効割合、完遂率 
Secondary endpoints 有害事象発生割合 
予定症例数と試験期間 
目標症例数：20 例 













① 研究題目： Cetuximab が投与された大腸癌症例における KRAS 等の遺伝子異
常と有効性の調査研究 
 
内容： 大腸癌患者の KRAS 遺伝子異常と抗 EGFR 抗体のセツキシマブ(Cetuximab)の
有効性とが密接に相関することが海外の臨床試験で明らかにされている。そこで県
内で Cetuximab が投与された大腸癌症例を対象に KRAS 等の遺伝子異常を検索し、
Cetuximab の有効性、安全性を後ろ向きに 調査する。これを基に FOLFIRI＋
Bevacizumab 抵抗性もしくは FOLFOX+Bevacizumab 抵抗性の KRAS 遺伝子野生型大腸



































容器に入れ、研究事務局に送る。追跡調査は定期的に年 2 回、2010 年 1 月
から 2012 年 3 月まで行う。 
 
（実施状況） 












者を次の２群に無作為に割りつけ比較する。A 群（第 1コース六君子湯投 与→第 2




③ 研究題目： Cetuximab の皮膚毒性に対する予防的介入の妥当性・安全性の探索的試
験 


















１．日 時：平成２１年８月２６日（水）１８時４０分～２０時１０分  

















































































































  表   肝疾患疫学調査の重点目標 
      検診における初診受診率の調査 
      肝炎ウイルス陽性者の専門医への受診の調査 
      HBV, HCV carrier数および肝癌患者数の調査 
      HBV, HCV carrier数の推移と肝癌の発生動向の予測 






  筑波大学（大河内信弘、正田純一、山岸良匡） 
茨城県メディカルセンター（齋藤 洋子） 
  坂本内科医院（富田 慎二） 















講師 相川達也（相川病院理事）  




  ＜討論内容＞   
    相川達也先生より水戸地区における肝疾患実態調査の話（B 型肝炎ウイルス保
有者数の調査、B 型肝炎ワクチン接種の経験、相川病院における IFN 治療者から
の肝発がんの調査、肝がん患者の各種治療後の予後、病診連携が活かされる場面
など）を伺った。 





          講師 山岸 良匡（筑波大学大学院人間総合科学研究科） 
          講演ハンドアウト（一部）  （別添９） 
 
  ＜討論内容＞ 













































  一次アンケート調査（平成２２年４月予定） 
   ↓ 
  集計 
   ↓ 
  二次アンケート調査（平成２２年６月予定） 
   ↓ 





















   肝臓専門医の医療機関、多くの肝疾患、肝がん症例の診療を行っている非専門医医療機関
を対象とする。 
 実施時期： 
   ４月１日付けでアンケート用紙を配布し４月末日に回収する。 
 調査内容： 

























 議題２ 本県における肝疾患検診の現状と結果の有効活用 
 
 本県メディカルセンターの初回節目健診では、肝炎ウイルス検査受診者は毎年 3000〜5000 件














⑤第２回 肝がん・肝疾患診療ネットワーク  
 日時：平成２２年３月１３日（土） 
    １５時００分～１７時３０分 
































(ア) 胃がん  (添付a) 
(イ) 大腸がん(添付b) 
(ウ) 肝がん  (添付c) 
(エ) 膵がん  (添付d) 




































































































































  検診受診率 広報誌/HP 告知 個別案内通知 
検診率下位
 
北茨城市 1.8% 有 無 
神栖市 3.2% 有 有 
土浦市 3.8% 有 無 
鹿嶋市 4.0% 有 無 
かすみがうら市 4.0% 有 無 
     
検診率上位
 
東海村 23.0% 有 有 
鉾田町 21.5% 有 有 
行方市 18.3% 有 有 
境町 17.9% 有 有 





３００円以下 検診受診率 検診料 ６００円以上 検診受診率 検診料 
東海村 23.0% 0 円 茨城町 6.0% 2100 円 
鉾田町 21.5% 100 円 境町 17.9% 2000 円 
美浦村 13.3% 200 円 常陸太田市 8.7% 1000 円 
大洗町 8.0% 300 円 鹿島市 4.0% 800 円 
常総市 8.8% 300 円 つくば市 5.4% 800 円 
潮来市 8.9% 300 円 大子町 4.3% 700 円 
下妻市 11.1% 300 円 土浦市 3.8% 600 円 
つくばみらい市 11.3% 300 円 阿見町 7.1% 600 円 
平均 13.2% 225 円 高萩市 7.9% 600 円 
   牛久市 10.7% 600 円 














































があった。この問題に一つの方向性を示したのが、一昨年の Lancet：”effect of 
eradication of Helicobacter pylori on incidence of metachronous gastric carcinoma 
after endoscopic resection of early gastric cancer: an open-label, randomised 






































































西村嘉裕. 肺がん検診読影医師の意識調査. 第 50 回日本肺癌学会総会. 2009 年 11 月






































筑波大学 産婦人科 （松本光司、佐藤豊実） 
筑波大学 病理部   （森下由紀雄） 
筑波メディカルセンター病院 （西出 健） 
















れ、精度を確認した）。本研究は筑波大学附属病院（平成 22 年 1月 6日付け）と




























れは 20 年間で 2.8 倍に増加すると推測されている。 













50 歳以上の男性を対象とした任意型検診としての PSA 単独検診であり、PSA4.0ng/ml 以
上であれば要精密検査として検診協会より通知され、2次検診の対象となる。2 次検診
の医療機関は精密検査を行った後に総合検診協会へ結果を報告する。我々は総合検診協









 前立腺がん 1次検診受診者は H13 年から H19 にかけて倍増したが、平成 19 年度の 1
次検診受診者は対象者（50 歳以上の男性）の 8.7％ほどに留まっているものと推測され






いると考えられた。前立腺生検の実施率は 32%であり、PSA10 ng/ml 未満で 26%、10 代




2 次検診受診者のうち 9.9％、PSA10 ng/ml 未満で 7%、10 代で 24％、PSA 20 代で 45%、




 新規検診発見がん症例は年間約 170 例でほぼ一定の割合で増加していた。年齢はおよ
そ 70 歳で、大部分は初回の２次検診で発見されることが示された。検診発見がんの PSA
値の年次推移は、徐々に PSA 低値、限局がんが増加し、転移を有する進行がんでの発見





行われるが、本邦における PSA 暴露率は概ね１割程度と推測されており、今回の PSA 検
診の受診率推定 7.7％は妥当な数値と考えられた。一方で海外でははるかに高い PSA 暴
























段階の significant cancer であると考えられ insignificant cancer は１～２割に留ま








し、今回の結果によると insignificant cancer の症例割合は１～２割に留まると推測











Ⅲ 市民公開講座および研究報告会  
 １）市民公開講座 
 
開催日時：平成 21 年 8 月 22 日（土） 

























①第 50 回日本肺癌学会総会 
開催日時：平成 21 年 11 月 12，13 日 
開催場所：京王プラザホテル 
内  容：金敷真紀、赤荻栄一、朝戸裕二、雨宮隆太、鬼塚正孝、鏑木孝之、 
佐藤浩昭、西村嘉裕. 肺がん検診読影医師の意識調査.肺癌 49(5): 717, 
2009. 
 
  ②研究報告会 
開催日時：平成２１年１２月 26 日（土） 
14 時 00 分～16 時 00 分 
開催場所：つくば国際会議場 中会議室２０２ 
出席者：各がん検診ＷＧ委員、および医療従事者（54 名） 
実施結果：出席者全員にアンケートを実施。別添２５のとおり。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
＜Ｈ２１実績報告＞ 
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３）第１９回茨城県がん学会 
 
実施日：平成２２年１月３１日 
場所：茨城県医師会研修講堂 
内容：平成２１年度の研究活動が主任研究員より報告された。 
発表資料：別添２６のとおり。 
 
 
 
